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情報公開用文書（単施設研究用） 

西暦 2024年 12月 20日 作成 

（第 2版） 

研究課題名 心不全患者に対する指導に関わる個別性のある記録の実態 

研究の対象 心不全の患者様で 2023年10月1日から2024年3月31日の間に中央

棟 5 階東病棟に入院し、心大血管リハビリテーションを受け、ご自宅に退院

された方 

研究の目的 心不全患者の退院指導に関わる患者の個別性のある記録実態を明らかにする

ことを目的としています。 

研究の方法 中央棟 5 階東病棟の看護師が記録した電子カルテから、データを収集し、個

別性のある記録、看護計画の追加・修正・評価の状況について分析します。 

研究の期間 研究機関の長の許可日  ～ 西暦 2025 年 3 月 31 日 

研究に用いる 

試料・情報の種類 

利用させていただくカルテデータは下記です： 

(1)患者背景：病名、年齢、性別、既往歴他 

(2) 入院期間、回数 

(3) 看護計画、経過表 

(4) 電子カルテ上の掲示板 

(5) 患者カンファレンスの内容 

(6）入院期間中の指導内容 

(7）心不全療養指導チェックシート 

試料・情報の 

授受 

本研究では、外部機関との試料・情報の授受はありません。 

個人情報の管理 得られたデータは、論文の作成、看護系の学術集会での発表など、個人が特定

されないようにした上で使用し、研究以外に使用しないことを保障します。し

かし、今回の研究の結果が将来の研究のために用いられる可能性があります。

対象者に研究者だけが用いる ID を付与した上で匿名化し、個人が特定されない

よう配慮します。データ収集のために用いた用紙は院内の鍵のかかるロッカー

で保管し、不要になった際にはシュレッダーにかけます。匿名化されたデータ

の管理、識別対応表の保管は、研究者が院内の鍵のかかるロッカーで行います。

対象者及び家族がデータの開示を求めた場合、対象者・及び家族にデータを開

示します。データ分析においてはパスワードのかかる研究専用USB を使用し、

USB は院内の鍵のかかるロッカーに保管します。研究で得た分析データは、研

究成果の裏付けのために、成果公表後 10年間（令和 18年 3月）まで研究責

任者が鍵のかかるロッカーで保管します。保管期間終了後（令和 18 年3月）

に、本研究に関連する書面はすべてシュレッダーにかけます。USB データは消

去し、溶解処理します。 

試料・情報の管理

について 

責任を有する者 

研究責任者：横浜南共済病院 中央棟 5階東病棟 和田 恵里香 
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利益相反 この研究は、用紙代を横浜南共済病院看護部自治会より補助を受けています。 

研究組織 【研究機関と研究責任者】 

横浜南共済病院  中央棟 5 階東病棟 和田 恵里香 

本研究に関するご質問がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記の連絡先まで電話またはＦＡＸでお申し出

下さい。 

また、情報・試料が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出下さい。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問い合わせ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

〒236-0037 神奈川県横浜市金沢区六浦東 1-21-1  

国家公務員共済組合連合会 横浜南共済病院  

電話 045-782-2101（代表）   （平日 8 時 30 分から 17 時 15 分まで）  

FAX 045-701-9159   

連絡先対応者 

   横浜南共済病院 中央棟 5 階東病棟 研究責任者 和田 恵里香（内線  1177  ） 

＊お問い合わせ内容によっては、こちらから改めてご連絡をさせて頂くことがあります。  

あらかじめご了承ください。 

 

以上 

   西暦 2025年 1 月 24日  承認  


